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１ はじめに  

本研究は、1960年代に一斉開発された「ミニ開発住

宅地」の一つである埼玉県川口市Ｓ地区における開発

の過程と現状及び地区内に近年見られるコミュニケー

ションの実態に関する研究の一部である。 

既報文1)2)3)では、飲食店・小売商店・公民館等を研究

対象施設とし、この地区における近隣交流の実態を調

査し、地域コミュニティにおける選択的人間関係の重

要性を報告した。 

本論では、この地区のコミュニティにおいて、選択

的人間関係が形成される場について報告する。 

２ 調査概要 

（1）住戸アンケート調査 

調査対象：研究対象地区内注1）の各住戸に、町会を通

じアンケートを配布・回収した。研究対象地区の全住

戸804件に配布し、335件（41.7%）回収。有効回答率は

313件（38.9%）。 

内容：地区内の付き合いの内容と程度(５項目４段階)、

立ち話の有無と場所(７項目)、地区内の趣味や遊び仲

間の有無と種類(20項目)を選択形式。 

調査期間：2005年7月 

（2）利用者アンケート調査 

調査対象：地区内の飲み屋６店の客(97名)、小売商店

２店の客(412名)および公民館１館の利用者(477名)。 

内容：年齢、居住地、利用・参加頻度。 

調査期間：2004年12月、2006年6月～2007年4月。 

３ 結果と考察 

3.1 地区内での付き合いの種類と程度 

地区内での付き合いの種類は図１に示すとおり、「顔

見知りの人」「あいさつする人」「立ち話をする人」

「趣味仲間」「訪問する人」の順に親しさの度合いが

濃くなっている。それぞれの付き合い別に有する人数

を「非常に多い」「10人以上いる」「数名いる」「い

ない」の４段階で回答を得た。親しさの度合いの薄い

「顔見知りの人」「あいさつする人」はほぼ全ての人

が数名以上と多い。それぞれの付き合い別に地区内で

交流する人数は、当然のことながら親しさの度合いは

増すごとに少なくなるが、親しさの度合いは最も濃い

「訪問する人」ですら約７割の人が数名以上いると回

答した。他の同種の研究と比べこの地域は近隣交流の

度合いが極めて多い。 

地区の世帯主の年齢構成は60代が突出しているため、

世帯主の年齢別にそれぞれの付き合いの種類の人数を

百分率でみると、親しさの度合いが薄い「顔見知りの

人」と「あいさつする人」ではほぼ全ての世代で10名

以上いると回答した人が半数存在する。親しさの度合 
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立ち話する人数 

図1 地区内の付き合いの種類

と数 

図2 付き合いの種類と世帯主の年齢 
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いが比較的濃い「立ち話する人」は全ての世代で10名

以上いると回答した人は半数以下だが、全ての世代で

数名以上いると回答した人は７割以上いる。親しさの

度合いの最も濃い「訪問する人」でも90代以外では半

数以上の人が数名いると回答している。 

このことから、この地区では全ての世代において、

地区内での付き合いが多いことがわかる。 

3.2 地区内での付き合いの場 

図２で示すとおり、地区内で「立ち話をする人」は

全ての世代で７割以上の人が数名以上いると回答した。

その人たちが立ち話する場所は「家の前の路地」が167

人で一番多く、「その他の路上」「玄関先で」を合わ

せて７割以上の人が路地で立ち話をしている。(図３) 

彼らは道幅の広い道路や通過交通の多い道路ではなく、

行き止まりの路地や２項道路で立ち話をする。(図４) 

立ち話をする場所で４番目に多いのは「商店の前や

中」(96人)である。図６はこの地区の代表的な小売商

店であるＹ店とＴ店の客の年齢構成を示す。客は60代

が極めて多い。尚、Ｙ店Ｔ店の客の８割はＳ地区居住

者である。 

図２に示すとおり、地区内の「趣味や遊びの仲間」

は90代以外の世代で６割の人が数名いると回答した。

この地区には趣味や遊びのグループが数多く存在して

いる。(図５) これらの活動の拠点注2)の例である、飲

み屋や公民館、青少年センターの利用者の世代は図６

に示すとおり50代から70代が中心である。これらの施

設の利用者の７割以上がこの地区の住民者である。 

このことから、地区内の趣味や遊びの仲間は世代に

関係なく同等に多数存在するが、地区に根ざした商店

や施設を利用して近隣交流を行っているのは高齢者が

中心である。 

 
注釈 

1) 本研究はＳ地区全域を研究対象としているが、住戸ア

ンケートはミニ開発当初の面影を色濃く残している

エリアを対象に行った。 

2) 趣味や遊びのグループの活動拠点としては、地区内に

は公民館や青少年センター、飲み屋の他に、個人運営

の習字教室や華道教室も存在している。 
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図3 立ち話の場所 

図4 立ち話をする路地 

図5 地区内の趣味や遊びのグループ 
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図6 利用者の年齢構成と居住地 

① Ｙ店Ｔ店の利用客 

②公民館・青少年センターの利用者 

③飲み屋の利用客 
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